
 

日本では、女性の参政権が実現して70年近くたちますが、現在女性議員は国会で 10.8%、 

地方議会でも11.2%と、ようやく1割を超えたところです。 

女性参政権運動に生涯をかけた市川房枝（1893-1981）は「婦選は鍵なり」と、女性が 

積極的に政治に参加していくことを提唱、実践しましたが、あなたの住む自治体の議会に 

いま女性議員は何人いますか？ 女性候補者を身近に見たことはありますか。 

議会は、私たちの暮らし全般について意思決定をしていく場です。「女性議員を出そう、出よう、

そして支えよう」と訴える全国キャラバン第1弾は女性議員が5.4％（2012.12末）、全国最下位の

長崎県をお訪ねします。女性が出にくいのはなぜか、どうしたら出せるか、ご一緒に考えましょう。 

 

日 時■2014年4 月19 日（土）～20 日（日） 

会 場■「えきまえ」いきいきひろば 長崎市大黒町３－１ 交通会館３階 電話095-822-4101 

定 員■60名（要予約。下記申込書を FAX、Eメールで主催宛お送り下さい。当日参加も歓迎） 

参加費■無料（テキスト『住民参加型選挙運動ハンドブック』500円。交流会3500円＝自由参加） 

主 催■（公財）市川房枝記念会女性と政治センター (担当：久保) 

電話 03-3370-0238  FAX 03-5388-4633  Email fitikawa@trust.ocn.ne.jp 

共 催■（一社）大学女性協会長崎支部 (担当：梅田  携帯 090-4582-3613) 

後 援■長崎市男女共同推進センター 

 

4 月19 日（土） 
総合司会             平野啓子（大学女性協会長崎支部） 

13：30～13：45 開会             住田啓子（市川房枝政治参画フォーラム企画運営委員長） 
13：45～14：30 市川房枝のメッセージ          国武雅子（長崎純心大学非常勤講師） 
          （DVD「八十七歳の青春」一部上映） 
14：30～14：40 休憩 
14：40～17：00 シンポジウム「女性議員が必要な理由

わ け

」 
コーディネーター：五十嵐暁郎（立教大学名誉教授、日本政治論） 
パネリスト：中嶋玲子（元福岡・杷木町長）、大河巳渡子（東京・調布市議）、 

清水絹代（山梨・都留市議）、鈴木規子（愛知・西尾市議） 
長崎県の女性議員も発言 

17：15～19：00 交流会（別会場） 
  
4 月20 日（日） 

総合司会             平野啓子（大学女性協会長崎支部）
10：00～10：05 日程の説明                      
10：05～12：00 ノウハウ伝授「私たちにできる選挙運動―住民参加型選挙とは」と 

グループ討議 
12：00～13：00 休憩                         
13：00～15：30 クロストーク「この現状をどう乗り越えるか」         

大嶋真由子（NCC長崎文化放送アナウンサー・記者） 
田崎 智博（長崎新聞論説委員） 
五十嵐暁郎（立教大学名誉教授、日本政治論）=コーディネーター兼 

 
×××××××××××××××××××××××××××× 申 込 書 ×××××××××××××××××××××××××××× 

お名前                          ▼参加 4/ 19 ・ 20 ▼4/19交流会 参加 ・ 不参加 ○を付して下さい 

連絡先 

この催しを何で知りましたか。  チラシを見た ・ 友人から誘われた ・ 新聞を見た ・ その他（                ） 

メッセージ 

 

(2014.3) 

市川房枝生誕 120年記念事業「出前でトーク こんにちは市川房枝です」 


